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　洗浄、カット、瓶詰めに至るあらゆ
る工程で機械に頼らない手作業を貫い
ているため、生産数量に限りがあり、
予約が殺到する大人気商品をご存じで
しょうか。その名も「オレンジスライ
スジャム（R）」。

　注目のきっかけは、全国放送のテレ
ビ番組や有名な雑誌で取り上げられた
こと。さらに購入者が続々とSNSで
商品を紹介したことで、一気に人気に
火がつきました。
　売上が急速に伸びた2年前から、い
まだに入手しにくい状況が続いている
ことを考えると、この人気は本物と言
えるでしょう。

　製造・販売を手掛けるのは大仙市太
田町に事業所と工場を構え、食品、コ
スメ用品を幅広く展開している株式会

社ローズメイ。昨今の状況からジャム
にばかり目がいきがちですが、社名の
由来にもなっているバラを使用した製
品と、ミツバチ由来の製品でも高い評
価を得ている会社です。
　「創業者の祖父は、自分の興味のあ
る分野へ強烈に傾倒する人でした。
90歳になるまでバラ作りを続け、自
身の体調不良が改善された経験から
ミツバチ産品に取り組み、後進に数え
きれないほどの知恵とノウハウを与
えてくれたんです。現在、多くの方に
ご愛用いただいている健康食品や香
り製品、基礎化粧品などは、創業者の
思いを形にしたものです」（代表取締
役・原田青氏）

オレンジスライスジャム（R）
国産の完熟ネーブルオレンジをぜいたくに使用した

リッチな味わいと、とろけるような食感が売りのジャム

は、今や全国から注文が殺到する大人気商品。この

成功を足掛かりに地域を巻き込みながら、秋田の魅

力づくり・元気づくりに取り組もうとしている会社の実像

に迫りました。
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売り切れ必至の
季節限定商品
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創業者の思いが形に
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※（R）は登録商標を表すマークです。



　そんな創業者と後に続いた二代目の
" ものづくりにかける熱意 " を間近で
見て育った三代目の原田さんにとっ
て、オレンジスライスジャムの販売は、
必然だったのかもしれません。
　「東日本大震災の発生で売り上げが大
幅に減り、会社が経営危機に陥った時
期があったんです。社員の生活を守る
ためには、とにかく業績を回復させなけ
ればなりませんでした。毎日必死に世
の中にないもの、付加価値が付けられ
るものを考え、アイデアが浮かんだ直
後から全力で動き続けました」（原田氏）

　今年 4 月には一般から資金を募る
クラウドファンディング「FAN AKITA

（ファンあきた）」で、過去最高額を調
達し「ローズメイカフェ・ファクトリー
ショップ」をオープン。JR 角館駅前
に誕生したこの新しい直売店は、食事
やショッピングが楽しめるだけでな
く、観光の起点としての役割を併せ持
ちます。
　「僕自身が大好きな秋田に、より多
くの方に足を運んでほしいんです。
ショップは、そのための第一歩。これ
から工場の回りを少しずつ整備して、

最終的にはお客様や観光客の方が見学
に来て楽しめるフラワーガーデンの開
設を目指しています」（原田氏）
　会社の理念は「人として正しい行動
を取りながら、地域を巻き込んだ事業
を志すこと」。農業、雇用、観光とい
う広い分野で地域を巻き込みながら、
秋田の魅力づくり、元気づくりの一端
を担おうとしているローズメイの今後
の展開に注目です。

原材料の国産完熟ネーブルオレンジは、スタ
ッフが一つ一つ手で洗浄・検査

オレンジ以外の材料は国産の天然蜂蜜とフ
ルーツシュガー、レモン汁のみ

手間の掛かる瓶詰めの工程も、型崩れを防ぐ
ためスタッフが全て手作業

ローズメイカフェ・ファクトリーショップの一番
人気、オレスラソフト(R)

秋田の魅力・元気づくりに全力で関わっていきます！
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秋田の
明るい未来を見据えて

経営危機からの
 V字回復

株式会社ローズメイ

代表取締役　原田青氏

秋田の魅力・元気づくりに全力で関わっていきます！

原田青氏
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秋田発のおいしいジャムが

人の絆と輪を広げています。



佐竹敬久
秋田県知事

さたけ のりひさ○昭和22年11月15日、
仙北市角館町生まれ。角館高等学校、
東北大学工学部卒業。昭和47年3月、
秋田県庁入庁。工業振興課長、地方課
長、総務部次長を歴任し、平成13年7月、
秋田市長に就任。平成17年7月、秋田
市長再任。平成21年4月、秋田県知事
に就任。平成29年4月、3期目スタート。
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へ大曲厚生医療センター・湖東厚生病院の改築によ

る地域医療体制の整備と、脳血管疾患や自殺に
よる死亡率の低下

県内高速道路供用率90%の達成と、東北中央自
動車道「真室川雄勝道路」の新規事業採択によ
る県内全線の事業化

あきた結婚支援センターの成婚者数1,000人達成
と、保育料や医療費、住宅リフォーム助成などに
よる少子化対策の推進

成長産業である航空機・自動車分野の新規進出
や県内企業の受注拡大と、風力発電など新エネ
ルギー分野の伸長

国民文化祭・観光キャンペーンなど大規模イベン
トの開催や、海外チャーター便の運行・クルーズ
船の増加による交流人口の拡大

えだまめ・ねぎなどの園芸メガ団地や大規模肉用
牛団地の整備の進展により、平成28年度の農業
産出額伸び率が全国1位

これまでの主な取り組みの成果これまでの主な取り組みの成果これまでの主な取り組みの成果これまでの主な取り組みの成果これまでの主な取り組みの成果

 このたび、課題多き中で３期目
の県政を担わせていただくことになり、
従前にも増して責任の重さを深くか
みしめております。
　さて、本県の最大の課題は、人
口減少問題への対応であることは
論を待たないものと考えますが、こ
の問題は複雑多岐で、一朝一夕
に解決するような単純なものではあ
りません。
　しかし、私は新たな任期に当たり、
この困難な問題に真正面から立ち
向かい、スピード感を持って、「攻め」
と「守り」の両面から有効な政策
を強力に推進するため、覚悟を新
たに全力を尽くしてまいります。
　なにとぞ、県民の皆さまも、か
けがえのない「ふるさと秋田」を
前に進めるため、共に動いていた
だくようお願い申し上げます。

３期目に当たり、
覚悟新たに
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1 雇用を生み出す成長産業の振興
輸送機や新エネルギー、医療福祉関連産業など、成長産業分野への新た
な事業展開を大胆に進め、魅力的な就業の場を創出します。

県内企業の付加価値生産性を高め、就業環境や処遇の改善を促進します。

基幹産業である農業の複合型生産構造への転換を進め、大規模園芸拠点
や肉用牛などの大規模畜産団地の全県展開を推進するほか、県産農産物
のブランド化による国内外への販路拡大や担い手の確保・育成を図ります。

2 若者や女性の秋田定着・回帰
観光資源の磨き上げと民間宿泊施
設の整備促進を図るとともに、東ア
ジアやタイなどインバウンド需要を取
り込んでいきます。

東京オリンピック等の開催や県・市
連携文化施設の完成などを見据え、
大会・合宿誘致など文化活動やス
ポーツの振興を通じた交流を創出し
ます。

さまざまな交流を支える交通基盤の整
備として、秋田自動車道の四車線化
や幹線道路ネットワークの構築のほか、
奥羽・羽越新幹線の整備実現やク
ルーズ船の拠点整備などに取り組み
ます。

3 未来に向けた交流創出と
交通基盤整備

“攻め”と“守り”両面からの対策を加速！

攻め 守り

ICTやデザインなど女性が活躍できる
産業の振興

クルーズ船の拠点整備

航空機産業の生産拠点の形成 大規模園芸拠点の展開

地域公共交通の充実 県・市町村協働による生活排水処
理の再編・広域共同化

秋田のために

頑張るワン！
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4 次代を担う人材の育成
公立高校での少人数学級を導入し、
英語や理数分野、地域体験型の
授業の充実により、次代を担う人材
を育成します。

地域が求める産業人材の育成に向
け、高校でのキャリア教育や高校生・
大学生のインターンシップを推進し、
実践的な専門教育の充実を図ります。 高校生のインターンシップ

地域の生活基盤の維持6
過疎地域など高齢化が進む地域でも社会生活が維持できるよう、買い
物や地域交通、安否確認などの生活課題に対応する取り組みを支援し
ます。

各地域において必要な行政サービスが維持されるよう、生活排水処理の
広域共同化や道路・橋梁の維持管理など、市町村と県の事務の統合
や協働化を一層図ります。

5 健康で安心して暮らすことができる
秋田の構築

認知症疾患医療センターの全県配置

県民が生涯にわたり健康で安心して
暮らせる社会を目指し、「健康寿命
日本一」の県民運動を総力を挙げ
て展開します。

医師や看護師などの確保による医
療提供体制の強化のほか、高齢者
が住み慣れた地域で生活できるよう
認知症施策や介護人材の確保に
努めるとともに、地域包括ケアシス
テムの確立を図ります。

ICT（情報通信技術）やデザインな
ど女性が活躍できる産業の振興とと
もに、仕事と子育ての両立に必要
な職場環境整備に取り組みます。

高卒者の秋田定着、大卒者の秋
田への定着・回帰に向けてのインター
シップや県内企業情報の提供などを
強化します。

地域資源を活用した起業に取り組
む移住者を支援する「ドチャベン事業」を推進するほか、市町村と連携

し、移住後のサポート体制を強化します。

日本一の子育て環境づくりを目指し、妊娠・出産へのサポートの充実や
保育料助成制度のさらなる拡充を図ります。

あきた結婚支援センターのマッチングシステムの機能強化と制度の周知
を一層進め、成婚者数の増加を図ります。

みんなの笑顔を
運びます！

  人口の社会減を半減させ、
さらに解消を目指します。

　人口減少下にあっても、県民が
安全・安心に暮らせる環境を維持します。



平成２９年度一般会計予算（６月補正予算成立後の現計）

産業振興による仕事づくり ４１.５億円
１.0億円

０.６億円移住・定住対策

少子化対策 新たな地域社会の形成　

「あきた未来総合戦略」に基づく事業

６月補正予算案では、人口減少を克服するため社会減を半減させ、さらに解消を目指す「攻め」の施策と、県民の皆さんが
安全・安心に暮らせる環境を維持する「守り」の施策を推進し、スピード感を持って困難な課題に立ち向かいます。

総額 5,886 億円

諸収入
747 億円

県債
676 億円

国庫支出金

670 億円

繰越金および地方譲与税など
925 億円 地方交付税

1,953 億円

県税
915 億円

公共事業費
780億円

公債費
1,014 億円

社会保障関係経費
739億円

その他投資的経費
216億円

一般行政経費
1,717億円

人件費
1,420億円

歳入 歳出
33％ 29％

24％17％

13％

13％
4％

16％13％
11％

11％

16％

“攻め”と の“守り”
あきた未来創造予算！
平成２９年度当初予算は、４月が知事改選期に当たっていたため人件費などの必要最小限の経費
を中心とした骨格予算としていましたが、６月議会において、政策的経費や新規事業費などを盛り
込んだ補正予算案を編成・提案しました。そのあらましと、主な事業についてお知らせします。
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“攻め”と“守り”の両面から全力で人口減少問題に取り組みます！

9.１億円
県民の生活を支える基盤づくり

公共事業

２６.１億円
150.0億円

52.2億円
６月補正予算案【 】合計243.1億円

～人口減少に対応し、秋田の創生を図るための施策を展開します～

～元気な長寿社会の実現や未来を担う人づくりの事業などを推進します～

～県土の保全と地域の発展につながるまちづくりを進めます～

など



６月補正予算案の主な取り組み

お問い合わせ先　県財政課　☎ 018(860)1105

7

秋田のしいたけ日本一を目指して

２年連続で日本一を獲得（※）した「え
だまめ」に続き、しいたけ日本一達成
に向けた販路開拓や生産体制の整備
を支援。販売量、販売額、販売単
価の「三冠王」を目指します。

３億４,９７５万円

問　県園芸振興課　☎０１８（８６０）１８０３

県民総参加による
 「健康寿命日本一！」へのチャレンジ

元気で長生きできる「健康寿命日本
一」を目指し、県民が積極的に健康
づくりに取り組む機運を醸成。地域の
健康づくりの推進役となる人材の育成
を進めます。

７,０９９万円

問　県健康推進課　☎０１８（８６０）１４２６

 「秋田のうまいもの」の
ブランド力向上

秋田ならではの特産品である「いぶり
がっこ」の品質向上によるブランド力
の強化や、高品質な日本酒の生産拡
大に向けた設備投資を支援します。

２,３８８万円

問　県秋田うまいもの販売課 ☎０１８（８６０）２２５８

１億７,５６２万円

インバウンドの拡大と
観光の魅力アップ

県内の主要な観光地を育成するため
宿泊施設の改修を支援するほか、外
国人旅行者に優しい受け入れ環境の
整備や海外での集中プロモーションに
より、国内外からの観光誘客を図ります。

県観光戦略課 ☎０１８（８６０）１４６２（宿泊施設改修支援）

県観光振興課 ☎０１８（８６０）２２６５（観光誘客）

（※）東京都中央卸売市場
７～10月における取扱量

建設産業の担い手の確保・育成

建設産業を担う人材を確保・育成す
るため、建設業団体や教育・訓練機
関等と連携し、若者等とのマッチング
や女性活躍、人材育成拠点の形成
などを推進します。

問　県建設政策課　☎０１８（８６０）２４２５

１,９０４万円

県移住・定住促進課 ☎０１８（８６０）１２４８（県内就職促進）

県高等教育支援室 ☎０１８（８６０）１２２３（奨学金制度）
問

若者の県内定着の促進と
子育ての総合的な支援

高校生や首都圏の学生の県内就職
を促進するため、就職支援情報の提
供などの取り組みや、専門学校への
進学希望者に対する奨学金制度を創
設します。

５,２８０万円

問
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近年さまざまな場所に設けられるようになった、障害のある方などのための駐車スペース。
しかし、これまではスペースの設置や利用方法について明確なルールがなかったため、本
当に必要な人が車を止められないケースが見受けられました。そうした実態の解消を目指
してスタートしたのが「障害者等用駐車区画利用制度」です。皆さまのご理解とご協力
をよろしくお願いします。

障害者等用駐車区画
知っていますか？

を

そのスペースを必要としている人がいます

どうすれば利用証をもらえますか？

歩行が困難な方で、かつ身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病患者、要介護認定者、妊産婦、けが人が対象です。　

１.次の表で交付基準に該当するかを確認してください。

障害等の状況

４級以上

要介護 1 以上

妊娠 7 カ月～
産後 3 カ月

一時的に
移動に 配慮が
必要な場合

区 分

心臓機能障害

じん臓機能障害

呼吸器機能障害

ぼうこう・直腸機能障害

小腸機能障害

肝臓機能障害

ヒト免疫不全ウイルスによる
免疫機能障害

要介護認定者

妊産婦

けが人

障害等の状況　

４級以上

３級以上

５級以上

２級以上

６級以上

５級以上

２級以上

６級以上

療育手帳 A

精神障害者
保健福祉手帳 1 級

特定医療費（指定難病）
受給者または小児慢性
特定疾患医療受給者

区 分

視覚障害

聴覚障害

平衡機能障害

上肢不自由

下肢不自由

体幹不自由

乳幼児期以前の非進行性脳病変
による運動機能障害（上肢機能）
乳幼児期以前の非進行性脳病変
による運動機能障害（移動機能）

知的障害者

精神障害者

難病患者

身
体
障
害
者

身
体
障
害
者

歩
行
困
難
な
方

駐車区画を利用するには、利用証（「車いす使用者用」または「車いす使用者以外用」）が必要になります。
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２.申請書を用意します。

１.区画数と設置区分を検討します。

３.申請書と添付書類を申請先に提出してください。（郵送も可能です。）

２.届出書を用意し、必要事項を記入します。

４.審査後、利用証が郵送されます。

３.届出書を提出してください。（郵送やFAXによる提出も可能です。）

どうすれば駐車区画を設置できますか？

申請書は県地域・家庭福祉課、各地域振興局福祉環境部（保健所）および市町
村役場などで配布しています。県公式ウェブサイトからもダウンロード可能です。

車いす使用者用（車いす乗降スペースを含めて幅350cm以上必要）と、車いす
使用者以外用の２種類があります。

添付書類として、区分により身体障害者手帳や
療育手帳などの写しが必要です。申請先は県地
域・家庭福祉課、または各地域振興局福祉環境
部（保健所）となります。
※市町村役場、社会福祉協議会では受け付けできませんの

　でご注意ください。

届出書は県地域・家庭福祉課、各地域振興局福祉環境部（保健所）および市町
村役場などで配布しています。県公式ウェブサイトからもダウンロード可能です。

届出先は県地域・家庭福祉課となります。

標示ステッカーは、看板や三角コーンに貼り付けて表示してください。

４.登録後、標示ステッカーが郵送されます。

018（860）1342〒010-8570　秋田市山王四丁目1番1号  秋田県庁舎2階
受付時間：平日8:30～17:15（年末年始を除く）　FAX：018（860）3844

県公式ウェブサイト 「美の国あきたネット」から 検 索駐車区画制度

（例）三角コーンに貼り付けて表示

お問い合わせ・申し込み先　秋田県地域・家庭福祉課

利用証は車のルームミラーなどに
掛けて使用します

利用証の
全国相互利用

同様の制度を実施している2府・

33県・1市と秋田県では、それぞ

れが発行している利用証を相互

に利用することが可能となってい

ます。詳しくは、県公式ウェブサ

イトでご確認ください。

リアフリー化やユニバーサルデザイン化が進む現状にマッチし

た、とても良い制度だと思います。ルールが明文化されたこと

で一般の方への意識付けも進むでしょうし、標示マークを見ただけで

すぐに障害者等用の優先スペースだと分かるので、初めて来店された

お客様が戸惑うことも少ないと思われます。実際、当店にいらっしゃ

るお客さまにも好評です。全県で導入が進んでほしいですね。

株式会社アマノ
河田 徹さん  佐藤 孝太さん

設置店の声

バ

スーパーセンターアマノ男鹿店

 これは
　便利！
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 Ju
ly. vol.3
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明治時代に運行されていた巨大灯籠を、地元有志らがよみがえらせました。その名
も能代七夕「天空の不夜城」。復活5年目を迎える今年は、8月3日(木)、4日(金)
に夏の夜空を彩ります。ぜひ現地で、日本一の高さ(24.1m)を誇る表紙掲載「愛季
(ちかすえ)」の、まばゆいばかりの光と迫力を体感してください。

レーボールの全
ぜんこくたいかい

国大会で、常
つね

に上
じょう

位
い

を争
あらそ

う小
しょうがくせい

学生女
じょし

子チー

ムがあります。それが大
おおまがり

曲ウイングス

J
じゅにあ

r.。大
だい

仙
せん

市
し

の小
しょうがっこう

学校に通
かよ

う児
じ

童
どう

が、

学
がっ

区
く

を越
こ

えて集
あつ

まるクラブです。それ

ほどバレーが盛
さか

んではない地
ち

域
いき

でチー

ムがここまで強
つよ

くなったのは、監
かん

督
とく

や

コーチの熱
ねっ

心
しん

な指
し

導
どう

と時
じ

間
かん

をかけて行
おこな

われる基
き

礎
そ

トレーニングのたまもの。

低
てい

学
がく

年
ねん

クラスで

は一
ひとり

人ひとりが

もっとバレーを

好
す

きになるよう

に、遊
あそ

びを交
まじ

えた練
れんしゅう

習も取
と

り入
い

れてい

ます。これまで部
ぶ

員
いん

は女
じょ

子
し

のみでした

が、今
ことし

年からは男
だん

子
し

の受
う

け入
い

れもス

タート。チームはますま

す活
かっき

気付
づ

いています。

大
おおまがり

曲ウイングスJ
じゅにあ

r.

大
おおまがり

曲ウイングスJ
じゅにあ

r.は、県
けんしょうがくせい

小学生バレーボール連
れんめい

盟の理
り

事
じ

長
ちょう

も務
つと

める民
たみ

谷
や

研
けん

一
いち

監
かん

督
とく

が、「バレーで楽
たの

しく体
たいりょく

力づくり」

を目
め

指
ざ

して立
た

ち上
あ

げたクラブ。練
れんしゅう

習でも笑
え

顔
がお

が絶
た

えない

チームです。

全
ぜんこくたいかい

国大会で、惜
お

しくも準
じゅんゆうしょう

優勝

今
ことし

年3月
がつ

の全
ぜんこく

国スポーツ少
しょうねんだん

年団バレーボー

ル交
こうりゅうたいかい

流大会では、決
けっしょうせん

勝戦の最
さいしゅうだい

終第3セット

で9対
たい

14のピンチから1点
てん

差
さ

まで追
お

い上
あ

げ、

大
おお

いに会
かいじょう

場を沸
わ

かせました。

楽
たの

しく汗
あせ

をかいて

実力もメキメキ上昇中！
じょうしょうちゅうじつりょく


